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平成24年度 決算

　平成24年度の決算額は、歳入総額225億8千219万6千円、歳出総額212億2千309万

3千円で、歳入歳出の形式収支額は13億5千910万3千円の黒字であり、翌年度へ繰り

越すべき財源3億6千621万6千円を差し引いた実質収支額についても、9億9千288万7

千円の黒字決算となっています。経常収支比率も90.6%で、前年度に比較して0.3ポイ

ント改善し、年々改善は見られるものの、まだまだ厳しい状況であり、執行部に対し、

財政の健全化に向けて、より一層の努力を強く要望しました。

　執行部は、委員会審査の中で出された問題点、指摘事項、意見、要望について、十分

に整理、検討され、新年度予算編成に反映されるとともに、今後の事業執行にも積極的

に対応し、各会計においても行政の効率化、財政の健全化をより一層進め、職員が一丸

となって行政運営に取り組まれるよう要望しました。

　国保会計は7年連続の赤字決算であり、
国民健康保険事業は今後も厳しい財政運
営が続くものと思われます。医療費節減
に効果のあるジェネリック医薬品の使用
促進や生活習慣病の予防など、医療費の
適正化に向けた取り組みに、より一層の
努力を求めました。

　水道事業について、コンビニ収納や隔
月検針の実施などにより水道使用料の収
納率向上に努められ、経営の効率化と安
全で良質な水の安定供給を求めました。
下水道事業は、雨水管渠整備事業の計画
的推進や下水道使用料の収納率向上、経
費削減など健全経営に努力するよう求め
ました。

　保険事業勘定、地域包括支援センター
介護サービス事業勘定とも黒字になった
が、高齢化率が23.4％になっている現
状から保険給付費は今後も増加するもの
と思われます。給付費の適正化を図り、
健全な財政運営を求めました。

　後期高齢者医療制度の施行に伴い、平
成20年度から創設された特別会計ですが、
5千67万7千円の黒字であり、今後とも
健全経営に努力を求めました。

一般会計について

～全体を通して～

国民健康保険事業特別会計に
ついて

水道・下水道事業会計について

介護保険事業特別会計に
ついて

後期高齢者医療特別会計に
ついて

※本会議における決算特別委員会委員長報告から要約抜粋し掲載しています。

特 集 平成24年度
　平成24年度決算特別委員会が9月3日・20日・24日に開催され、

一般会計、4特別会計、2公営企業会計について慎重審議を行い、9月

27日の本会議において認定されました。

決算
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各
委
員
会
に
お
け
る

付
託
案
件
の
審
査
結
果

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

太
宰
府
市
税
条
例
、
太
宰
府
市
立
運
動
公

園
条
例
の
各
一
部
改
正
議
案
は
委
員
全
員
一

致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
当
委
員
会
所
管
分
）

議
案
は
、
委
員
全
員
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
「
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
の
要
望
」
は
委
員
全
員

一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　
「
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
憲
法
解
釈
を
変

更
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
意
見
書
」、「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
か
ら
の
即
時
脱
退
と
情
報
公
開
を
求

め
る
意
見
書
」、「
今
秋
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
決
定
に
反
対
す
る
意
見
書
」、「
少
人
数
学

級
推
進
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」
は
委
員
多
数
の
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」

は
委
員
全
員
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　

市
道
路
線
の
認
定
議
案
は
、
委
員
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

太
宰
府
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
、
太
宰
府
都
市
計
画
下
水
道

事
業
受
益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
各
一
部

改
正
条
例
、
及
び
一
般
会
計
補
正
予
算
（
当

委
員
会
所
管
分
）
議
案
は
、
委
員
全
員
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

　

太
宰
府
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
、
太
宰

府
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
各

一
部
改
正
議
案
は
、
委
員
全
員
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
（
当
委
員
会
所
管
分
）、
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
の
各

補
正
予
算
議
案
は
、
委
員
全
員
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

　

議
員
全
員
で
構
成
さ
れ
る
決
算
特
別
委
員

会
に
平
成
24
年
度
一
般
会
計
、
５
特
別
会
計
、

一
般
的
な
議
案
審
査
の
流
れ

２
企
業
会
計
の
決
算
認
定
議
案
が
付
託
さ
れ
、

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
付
託
さ
れ
た
議
案
は

す
べ
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
40
・
41
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
本
会
議
に
お
け
る
採
決
の
結
果
は
、
44
ペ
ー

ジ
の
議
決
結
果
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

本
会
議
　
初
日

市
長
が
議
案
の
提
案
理
由
を
説
明

本
会
議
　
二
日
目

各
委
員
会
へ
審
査
付
託

各
委
員
会
で
議
案
を
審
査

本
会
議
　
三
日
目

本
会
議
　
四
日
目

本
会
議
　
五
日
目
（
最
終
日
）

各
委
員
長
が
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
報
告
し
、

議
員
全
員
で
採
決
を
行
う
。

一
般
質
問

意見書第４号　集団的自衛権に関する憲法解釈を変更することに反対する
　　　　　　　意見書 � 【原案可決】

意見書第５号　ＴＰＰ交渉からの即時脱退と情報公開を求める意見書 � 【否　　決】

意見書第６号　今秋の消費税率引き上げ決定に反対する意見書 � 【否　　決】

意見書第７号　少人数学級推進、義務教育費国庫負担制度拡充を求める
　　　　　　　意見書 � 【原案可決】

意見書第８号　地方税財源の充実確保を求める意見書 � 【原案可決】

主な一般会計補正予算

意 見 書

承認された人事案件

主な条例改正

定例議会9 月
人権擁護委員　　古

こ

賀
が

　和
かず

子
こ

氏　　舩
ふな

越
こし

　隆
たか

之
ゆき

氏

○太宰府市立運動公園条例の一部改正
　今年度取得した国士舘大学太宰府キャンパス跡地を、「松川

運動公園」として条例に位置付け、グラウンドと体育館の利

用時間、使用料等を定めました。

コンビニ収納サービス導入関係費　2,376万3千円
　納税者等の利便性向上のため金融機関に加えて、コンビニエンスストアでも税金などを

収納できるシステムの改修等を行うための費用です。

　平成27年度に開始する予定でしたが、市民からの要望が多いため、平成26年度に早めて

実施します。

予防接種費用助成金　120万円
　予防接種を受けていない世代に全国的に風疹が流行したことなどを踏まえ、福岡県が８月

より風疹の抗体検査の助成事業を始めたことから、本市でも予防接種の一部助成を行います。
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地域活動拠点にコミュニティーセンターを

地
域
住
民
に
活
用
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を

セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
空
き
教
室
や
大
規
模
改

修
時
に
施
設
整
備
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
が
、
敷
地
面
積
の
確
保
が
難
し
い
と

こ
ろ
も
あ
り
、
校
区
自
治
協
議
会
活
動
の
拠

点
と
し
て
当
分
は
地
区
公
民
館
や
い
き
い
き

情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
の
利
用
で

対
応
し
な
が
ら
、
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
松
川
公
共
施
設
、
総
合
体
育
館
に

併
設
す
る
体
育
館
も
有
効
活
用
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
で
の
セ
ン
タ
ー
機
能
や
あ

り
方
を
調
査
研
究
す
る
実
践
の
場
と
し
て
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
こ
れ
ま
で
議
会
の
答
弁
の
中
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
進
め
て
い

く
と
の
回
答
が
あ
り
、
現
在
、
松
川
公
共
施
設

と
総
合
体
育
館
に
設
置
す
る
計
画
が
あ
る
。
セ

ン
タ
ー
の
概
念
と
機
能
面
と
期
待
さ
れ
る
効
果
、

ま
た
、
今
後
市
内
に
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
の

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

A
　
部
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、

概
ね
小
学
校
区
ご
と
に
地
域
住
民
に
よ

る
地
域
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
主
体
的
に
行
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
核
と
な
る
施
設
と
し
て
、

設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
と
し
て
は
、南
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

QQ
AA
＆

問
質
般
一

こ
こ
が
聞
き
た
い
と
よ

　会議録は11月下旬までに作成されます。詳細については、市民図書館、いきいき情報センター、
各地区公民館に備付けの会議録または、太宰府市議会ホームページでご覧ください。
なお、太宰府市議会ホームページでは過去の一般質問映像を閲覧できます。

（平成25年９月議会一般質問映像は、議会ホームページにて配信しています。）

問

○コミュニティーセンターについて
○就学援助について

神
こう　たけ

武　　綾
あや

　議員

質
問
を
行
っ
た
議
員
名
と
質
問
項
目
、
及
び
原
則
と
し
て
最
初
の
質
問

項
目
に
つ
い
て（
質
問
と
回
答
の
内
容
を
要
約
）を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

件数 議案番号 案件名 議決結果

1 諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

2 諮問第４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

3 議案第66号 市道路線の認定について 可決

4 議案第67号 太宰府市税条例の一部を改正する条例について 原案可決

5 議案第68号 太宰府市立運動公園条例の一部を改正する条例について 原案可決

6 議案第69号 太宰府市水道事業給水条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例について 原案可決

7 議案第70号 太宰府都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

8 議案第71号 太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

9 議案第72号 太宰府市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

10 議案第74号 平成２５年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

11 議案第75号 平成２５年度太宰府市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

12 議案第76号 平成２５年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

13 認定第２号 平成２４年度太宰府市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

14 認定第３号 平成２４年度太宰府市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定

15 認定第４号 平成２４年度太宰府市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

16 認定第５号 平成２４年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

17 認定第６号 平成２４年度太宰府市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 原案可決
及び認定

18 認定第７号 平成２４年度太宰府市下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 原案可決
及び認定

19 報告第８号 平成２４年度太宰府市健全化判断比率の報告について ー

20 報告第９号 平成２４年度太宰府市水道事業会計資金不足比率の報告について ー

21 報告第10号 平成２４年度太宰府市下水道事業会計資金不足比率の報告について ー

22 報告第11号 平成２４年度太宰府市水道事業会計継続費精算報告について ー

23 要望第３号 地方税財源の充実確保を求める意見書の提出について 採択

24 意見書第８号 地方税財源の充実確保を求める意見書 原案可決

賛否の分かれた議案 � （個人ごとの表決結果を賛成○、反対×、棄権－で表しています）

件
数 議案番号 案 件 名

議
決
結
果

公明党 宰光 新風 刷新の会 新政会 市民ネット 共産党

福
廣　

和
美

小
畠
真
由
美

陶
山　

良
尚

小
栁　

道
枝

佐
伯　
　

修

不
老　

光
幸

後
藤　

邦
晴

上　
　
　

疆

門
田　

直
樹

芦
刈　
　

茂

原
田
久
美
子

大
田　

勝
義

長
谷
川
公
成

村
山　

弘
行

渡
邊　

美
穂

神
武　
　

綾

藤
井　

雅
之

1 議案第73号
平成２５年度太宰府市一般会計補正予算

（第３号）について
原案 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 認定第１号
平成２４年度太宰府市一般会計歳入歳出
決算認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

3 意見書第４号
集団的自衛権に関する憲法解釈を変更す
ることに反対する意見書

原案 
可決 － － × × × × × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 意見書第５号
ＴＰＰ交渉からの即時脱退と情報公開を
求める意見書

否決 × × × × × × × ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

5 意見書第６号
今秋の消費税率引き上げ決定に反対する
意見書

否決 × × × × × × × × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

6 意見書第７号
少人数学級推進、義務教育費国庫負担制度
拡充を求める意見書

原案 
可決 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

※橋本健議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。
※以下の会派名について、一部省略して記載しています。
▪公明党＝公明党太宰府市議団　▪刷新の会＝太宰府刷新の会　▪新政会＝太宰府新政会
▪市民ネット＝太宰府市民ネット　▪共産党＝共産党太宰府市議団

9月定例議会 全会一致で可決した議案
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歩車分離信号の設置を 松川ダムの廃止か縮小を

Q　
松
川
ダ
ム
貯
水
池
前
の
道
路
は
、
今
で

は
車
の
量
も
多
く
、
ま
た
道
路
も
４
車
線

化
の
工
事
が
始
ま
り
交
通
量
も
増
加
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

　

松
川
浄
水
場
は
、
大
佐
野
浄
水
場
に
比
べ
薬

品
の
使
用
量
も
は
る
か
に
多
く
、
松
川
ダ
ム
貯

水
池
の
原
水
が
汚
染
し
て
い
る
と
考
え
る
。
そ

こ
で
、
浄
水
場
の
廃
止
、
も
し
く
は
２
系
列
を

１
系
列
に
で
き
な
い
か
、
又
貯
水
池
は
当
初
の

水
量
の
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
る
、
そ
こ
で
貯

水
池
用
地
の
縮
小
に
よ
る
他
の
目
的
へ
の
転
用

は
考
え
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

Q　
太
宰
府
市
内
に
お
い
て
も
信
号
機
を
変

え
、
衝
突
事
故
を
防
止
に
な
る
の
で
は
と

考
え
、
三
点
伺
う
。

　

①
五
条
の
交
差
点
は
歩
行
者
と
車
両
が
交
錯

し
な
い
よ
う
に
、
歩
車
分
離
式
信
号
を
導
入
で

き
な
い
か
。
②
観
世
音
寺
前
の
交
差
点
は
、
県

道
へ
出
る
際
、
出
に
く
く
、
車
両
は
渋
滞
し
て

い
る
。
車
両
感
知
式
信
号
機
を
取
り
付
け
ら
れ

な
い
か
。
③
以
前
も
質
問
し
た
国
道
３
号
線
バ

イ
パ
ス
の
交
差
点
の
都
府
楼
橋
側
の
歩
道
に
は

横
断
歩
道
、歩
行
者
信
号
が
つ
い
て
い
な
い
が
、

な
ぜ
つ
い
て
い
な
い
の
か
。

A
　

部
長　

水
の
安
定
供
給
と
い
う
水
道
の

究
極
の
目
的
か
ら
す
る
と
今
ま
で
慢
性
的

な
水
不
足
に
あ
り
ま
し
た
が
、
や
っ
と
多
く
も

な
く
少
な
く
も
な
く
適
量
を
確
保
し
た
と
見
る

の
が
自
然
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
松
川
浄
水
場

及
び
松
川
ダ
ム
の
縮
小
、
廃
止
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
に
お
い
て
は
将
来
的
な
構
想
と
い
う
こ

と
で
受
け
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
検

討
課
題
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
　
部
長　

①
歩
車
分
離
式
信
号
は
、
五
条

交
差
点
で
の
車
両
通
行
量
が
多
い
こ
と
、

五
条
駅
入
り
口
交
差
点
信
号
と
連
動
し
て
お
り

両
交
差
点
周
辺
を
含
め
た
渋
滞
が
よ
り
発
生
し
、

導
入
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
②
車
両
感
知
式

信
号
機
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
県
道

の
渋
滞
を
招
く
懸
念
が
あ
る
た
め
設
置
は
難
し

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
③
今
年
度
も
既
に
設
置

要
望
を
行
っ
て
お
り
、
筑
紫
野
警
察
署
と
し
て

は
、前
向
き
に
検
討
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

松
川
浄
水
場
及
び
ダ
ム
貯
水
池
の
今
後
は

渋
滞
緩
和
と
安
全
対
策
の
充
実
を

Q　
本
年
５
月
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
、

埼
玉
県
東
松
山
市
に
て
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
運
営
に
つ
い
て
視
察
を
し
た
。
学
童
保
育

所
の
５
カ
所
は
公
設
民
営
で
指
定
管
理
者
に
よ

る
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
工
夫
さ

れ
た
非
常
に
感
心
し
た
内
容
が
あ
っ
た
。
学
童

保
育
所
施
設
の
午
前
中
の
空
き
時
間
を
有
効
活

用
し
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
開
放
し
、
子
育
て

支
援
策
と
し
て
学
童
保
育
所
施
設
を
未
就
園
児

の
遊
び
場
、
保
護
者
交
流
の
場
と
し
て
い
た
。

本
市
で
も
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

A
　
部
長　

在
宅
の
未
就
園
児
の
子
ど
も
の

遊
び
場
、
保
護
者
の
情
報
交
換
の
場
、
相

Q　
平
成
21
年
４
月
に
自
治
会
制
度
が
始
ま

り
、
試
用
期
間
１
年
を
経
て
平
成
22
年
か

ら
本
格
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
。
早
急
な
自
治

会
へ
の
移
行
に
は
反
対
で
し
た
が
、
移
行
さ
れ

た
か
ら
に
は
、
制
度
変
更
を
決
定
し
た
行
政
が

き
ち
ん
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
２
回
に
わ
た
り
議
会
で
要
望
し
て
き
た
。
し

か
し
、
最
も
懸
念
し
て
い
た
市
内
の
自
治
会
が

住
民
か
ら
裁
判
に
訴
え
ら
れ
る
と
い
う
最
悪
の

事
態
が
起
き
た
。
自
治
会
制
度
に
移
行
し
て
、

丸
４
年
が
経
過
し
た
今
、
市
が
考
え
て
い
る
自

治
会
制
度
の
課
題
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

談
の
場
と
し
て
、
市
内
の
私
立
保
育
所
２
カ
所

に
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
ま

た
、
平
成
18
年
４
月
に
太
宰
府
市
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
生
か

し
た
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
参
加
さ
れ
て
い

る
親
子
の
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
内
の
保
育
所
５
カ
所
、
幼
稚
園
３

カ
所
で
園
庭
開
放
も
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
親

子
の
皆
さ
ん
方
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地

域
公
民
館
等
で
の
子
育
て
支
援
活
動
の
さ
ら
な

る
拡
充
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

A
　
部
長　

地
域
の
自
治
会
活
動
は
、
制
度

改
正
前
か
ら
地
域
住
民
の
自
治
意
識
向
上

の
醸
成
を
図
り
な
が
ら
、
そ
の
責
任
と
役
割
の

も
と
適
切
な
運
営
が
な
さ
れ
て
き
た
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
平
成
21
年
度
以
降
も
自

主
的
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
先

ほ
ど
の
質
問
の
中
で
述
べ
ら
れ
、
ご
指
摘
さ
れ

ま
し
た
よ
う
な
事
案
は
、
新
し
い
自
治
会
制
度

へ
の
移
行
が
原
因
と
な
っ
て
発
生
し
た
も
の
で

は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

親
子
が
交
流
で
き
る
施
設
の
拡
充
を

自
治
会
制
度
と
今
後
の
あ
り
方
は

不
ふ　ろう

老　光
みつ　ゆき

幸　議員原
はら　だ

田　久
く　み　こ

美子　議員
○松川浄水場及び松川ダムの今後について○信号機について

問問

長
は　せ　がわ

谷川　公
こう　せい

成　議員渡
わた　なべ

邊　美
み　ほ

穂　議員
○子育て支援について
○地区公民館について
○市指定可燃ごみ袋について

○自治会制度について
○自然再生可能エネルギーの活用について
○市役所前の電光掲示板について

問問
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市民の意見聴取の工夫を水害、渋滞対策は キャンパス跡地に建てられた記念碑

用語メモ
※デイジー教科書
　発達障がいなどで「読み」が困難な児童・生徒のた
めに、通常の教科書の内容をパソコンなどを活用して
音声や文字で同時再生できるようにしたもの。

Q　
平
成
25
年
７
月
に
作
成
さ
れ
た
体
育
複

合
施
設
建
設
基
本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

九
点
伺
う
。
①
こ
の
計
画
は
議
会
の
議
論
を
反

映
し
た
も
の
か
。
②
建
設
に
関
す
る
経
過
に
議

会
の
審
議
内
容
が
抜
け
て
い
な
い
か
。
③
建
設

事
業
費
22
億
１
千
万
円
の
資
金
計
画
は
。
④
基

本
設
計
費
２
千
万
円
は
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
の

か
。
⑤
建
設
予
定
地
は
警
固
断
層
か
ら
の
距
離

は
い
く
ら
か
。
⑥
８
月
末
の
大
雨
に
よ
る
建
設

予
定
地
近
辺
の
水
害
の
状
況
は
。
⑦
隣
の
福
岡

県
保
健
環
境
研
究
所
の
外
周
部
分
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
⑧
渋
滞
対
策
、
道
路
計
画
は
。
⑨

維
持
管
理
費
は
。

A
　
部
長　

①
特
別
委
員
会
等
で
５
回
ほ
ど

ご
説
明
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
②
こ
の

経
過
は
市
の
動
き
や
市
民
要
望
な
ど
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
。
③
概
算
で
国
の
交
付
金
２
億
３

千
400
万
円
、
基
金
５
億
５
千
550
万
円
、
地
方
債

14
億
２
千
50
万
円
の
予
定
で
す
。
④
５
千

700
万

円
の
予
算
を
含
め
用
地
測
量
等
の
業
務
委
託
を

実
施
し
ま
す
。
⑤
警
固
断
層
か
ら
推
定

600
ｍ
で

す
。
⑥
御
笠
川
の
護
岸
が
被
災
し
て
お
り
、
早

急
な
復
旧
に
向
け
県
が
対
応
中
で
す
。
⑦
周
辺

の
道
路
と
は
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
で
区
画
し
て
い
ま

す
。
⑧
長
期
的
に
は
佐
野
東
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
の
中
で
対
応
し
ま
す
。
⑨
類
似
施
設
で
８
千

600
万
円
か
ら
４
千

600
万
円
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
活
用
策
は

基
本
計
画（
案
）に
問
題
は
な
い
の
か

Q　
今
定
例
会
に
市
が
取
得
し
た
国
士
舘
太

宰
府
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

体
育
館
を
松
川
運
動
公
園
と
し
て
10
月
か
ら
供

用
開
始
を
す
る
と
い
う
内
容
の
議
案
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
な

ど
の
施
設
は
松
川
運
動
公
園
と
し
て
供
用
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
国
士
舘
キ
ャ

ン
パ
ス
が
こ
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
語
り

継
い
で
い
く
た
め
に
も
国
士
舘
の
冠
を
付
け
た
、

例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
国
士
舘
の
協
賛
、
後

援
と
い
う
形
で
行
っ
て
い
く
な
ど
、
学
校
法
人

国
士
舘
と
今
後
の
関
係
を
引
き
続
き
築
い
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

Q　
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
感
性
を
育
て
、

成
長
を
支
援
す
る
施
策
に
つ
い
て
二
点
伺

う
。
①
難
聴
児
に
と
っ
て
、
補
聴
器
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
体
の
一
部
だ
が
、
40
ｄデ

シ
ベ
ルＢ
以
上
は

補
聴
器
の
利
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
が
、
中
、

軽
度
用
の
補
聴
器
は
１
個
数
万
円
と
高
価
な
上
、

成
長
に
合
わ
せ
て
買
い
か
え
が
必
要
で
、
費
用

負
担
か
ら
購
入
を
諦
め
た
り
、
利
用
が
遅
れ
る

方
も
あ
る
と
聞
く
。
補
助
制
度
を
設
け
る
こ
と

で
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
成
長
支
援
策
に
な
る

と
思
う
が
見
解
は
。
②
発
達
障
が
い
で
読
み
が

困
難
な
児
童
・
生
徒
の
た
め
デ

※
　
　
　
 

イ
ジ
ー
教
科
書

に
つ
い
て
、
発
達
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
活

用
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
見
解
は
。

A
　

部
長　

学
校
法
人
国
士
舘
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
の
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
こ
と
か
ら
、
市
が
主
催
、
後
援
等
を

行
う
武
道
大
会
、
例
え
ば
青
少
年
の
柔
・
剣
道

大
会
等
で
国
士
舘
杯
の
冠
名
を
用
い
て
の
開
催

や
支
援
等
の
協
力
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
の
申

し
出
も
あ
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
教
育
部
に

お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
に
向
け
て
企
画
立

案
を
検
討
中
で
す
。
学
校
法
人
国
士
舘
と
は
、

ス
ポ
ー
ツ
及
び
文
化
を
通
じ
、
今
後
も
交
流
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
　
部
長　

①
質
問
の
聴
覚
レ
ベ
ル
軽
度
、

中
度
等
の
難
聴
児
に
つ
い
て
は
支
給
対
象

と
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、独
自
に
助
成
を
行
っ

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
福
岡
県
で
は
今
年
６

月
に
補
助
制
度
の
検
討
を
行
う
た
め
、
県
下
市

町
村
に
対
し
現
状
等
の
調
査
を
実
施
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
本
市
と
し
て
は
、
難
聴
児
の
補
聴
器

の
早
期
着
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
購
入
助
成

の
実
現
に
向
け
、
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

②
発
達
障
が
い
等
に
よ
り
読
み
書
き
に
困
難

を
持
つ
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
デ
イ
ジ
ー
教
科

書
は
、
本
市
で
使
用
し
て
い
る
学
校
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
、
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

学
校
法
人
国
士
舘
と
の
交
流
継
続
を

子
ど
も
の
補
聴
器
へ
の
補
助
制
度
創
設
を

Q　
体
育
複
合
施
設
基
本
計
画
案
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
五
点
伺
う
。

①
７
月
16
日
か
ら
８
月
20
日
ま
で
募
集
さ
れ
た

が
、何
人
ま
た
延
べ
何
件
意
見
が
提
出
さ
れ
た
か
。

②
そ
の
集
約
は
で
き
て
い
る
の
か
。
③
集
約
内

容
は
ど
の
程
度
公
表
さ
れ
る
の
か
。
④
そ
の
結

果
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。
⑤
今
回
の

募
集
方
法
で
市
民
か
ら
広
く
意
見
や
改
善
案
の

提
出
が
十
分
で
き
た
と
考
え
て
い
る
の
か
。

A
　
部
長　

①
延
べ

290
人
の
方
か
ら

603
件
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
分
類
す
れ
ば

210
項

目
に
な
り
ま
し
た
。
②
集
約
は
既
に
完
了
し
て

お
り
、
現
在
公
表
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
③
基
本
計
画
案
の
目
次
に
沿
っ

て
意
見
を
一
覧
表
に
整
理
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
④
太
宰

府
市
総
合
体
育
館
建
設
の
調
査
研
究
に
つ
い
て

の
答
申
、
建
設
地
の
周
辺
環
境
、
立
地
条
件
、

想
定
施
設
規
模
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
上
で

基
本
計
画
案
に
反
映
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
⑤
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実

施
と
並
び
に
議
会
へ
の
ご
説
明
を
も
っ
て
市
民

へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
た
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

上
うえ

　　　疆
つとむ

　議員芦
あし　かり

刈　　茂
しげる

　議員
○体育複合施設建設基本計画について
○各小学校等の健康被害防止対策について

○太宰府市体育複合施設建設基本計画（案）
について
○公共施設の活用について

問問

藤
ふじ　い

井　雅
まさ　ゆき

之　議員小
お　ばた

畠　真
ま

由
ゆ

美
み

　議員
○地域経済の振興について
○学校法人「国士舘」との今後の
　関係について

○障がいを持つ子どもの感性を育て
　成長を支援する施策について
○介護支援について

問問
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　 他市に負けないＰＲを

sear
ch

Q　
全
国
的
に
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」、
本
市
で
は
太
宰

府
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
三
点
伺
う
。
①
こ
れ

ま
で
の
市
の
取
り
組
み
現
状
に
つ
い
て
。
②
寄

附
者
が
市
と
目
的
を
指
定
で
き
る
よ
う
、
寄
付

金
の
使
途
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
す
な
ど
、
選
択
肢

の
幅
を
広
げ
た
方
が
寄
附
し
や
す
い
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。
③
政
策
面
で
の
相
違
工
夫
に
よ

り
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

Q　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
定
し
、

ま
す
ま
す
ス
ポ
ー
ツ
全
体
に
対
す
る
注
目
と
関

心
が
高
ま
り
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
人
口
が

増
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
生
涯
学

習
課
は
３
係
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
の
担
当
で

構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
に
つ

い
て
は
課
へ
の
格
上
げ
を
検
討
し
て
い
く
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
機
構
改
革
に
つ
い

て
伺
う
。

A
　

部
長　

①
こ
れ
ま
で
の
市
の
取
り
組
み

と
し
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
お

知
ら
せ
や
、
東
京
日
本
橋
プ
ラ
ザ
の
ふ
る
さ
と

情
報
コ
ー
ナ
ー
で
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
年
７
月
か
ら
、
新
た
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
寄
附
申
し
込
み
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
②
歴
史
を
今
に
生
か

す
た
め
の
事
業
や
緑
を
創
造
す
る
た
め
の
事
業

等
の
目
的
に
沿
っ
て
使
用
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
③
今
後
、
全
国
的
な
自
治
体
の
動

き
な
ど
も
注
目
し
な
が
ら
、
内
容
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

A
　
部
長　

体
育
複
合
施
設
の
建
設
や
、
松

川
運
動
公
園
の
一
般
開
放
な
ど
、
本
市
の

ス
ポ
ー
ツ
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
広
く
市
民
が
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
一
助
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
分
野
が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
、
体
育
複
合
施
設
の
建
設
に
も
合
わ
せ

て
、
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
、
福
祉
な
ど
総
合
的
な

市
民
の
健
康
を
図
る
た
め
の
重
要
な
セ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
位
置
付
け
、
組
織
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に
創
意
工
夫
を

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
機
構
改
革
を
急
げ

？

？

その後
どうなった

その後
どうなった

　議員の一般質問については、毎回その要
旨を掲載していますが、その後市政にどう
反映されたのか、また、最近の市政の動き
を調査した内容をお知らせします。

大山ダムより給水開始！ 松川運動公園
体育館・グラウンドの開放に向け準備中！

　救急医療情報キットの導入

　平成25年４月より給水が開始されました。

　本市では今年度から受水量が増加し、安定した

水の供給ができるようになりました。また、供給

量の増加に伴い、水道水の普及促進を図るため、

加入負担金の減額期間を平成28年３月31日まで、

２年半延長することになりました。

　国士舘大学太宰府キャンパス跡地を今年度市が

取得し、施設の名称が「松川運動公園」となりま

した。体育館、グラウンドの供用開始に向け、改

修工事等が進められています。

　高齢者や障がい者などの安全・安心を確保することを目的に、

「かかりつけ医」「持病」「診察券（写）」「薬剤情報提供（写）」

などの情報を専用の容器に入れ、冷蔵庫に保管しておく「安

心情報キット」が平成25年２月から配付開始されました。

一般質問
　　　　高齢者の見守り支援策として、救急搬送時に役立

　　　たせるために考案された救急医療情報キットの導入

ができないか。（平成23年６月定例会）

執行部回答
　　　　消防署等とも協議しながら、この導入については

　　　調査研究していきたい。

Q

A

大山ダム（大分県日田市）
写真提供　独立行政法人水資源機構大山ダム

グラウンドはソフトボール場2面が使用できるよ
う整備されます。

陶
す　やま

山　良
よし　ひさ

尚　議員門
かど　た

田　直
なお　き

樹　議員
○ふるさと納税について
○交通安全対策について

○本市におけるスポーツの振興について

問問
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記
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戦
後
19
年
で
見
事
復
興
し
、
開
か
れ

た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
赤
の
上
着
、

白
の
ズ
ボ
ン
・
ス
カ
ー
ト
と
見
事
な
服

装
で
日
本
選
手
団
が
入
場
行
進
し
て
き

た
時
の
感
激
。

　

柔
道
で
は
神
永
選
手
が
オ
ラ
ン
ダ
の
ヘ
ー

シ
ン
ク
に
敗
れ
た
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

で
は
、
東
洋
の
魔
女
の
金
メ
ダ
ル
、
重

量
挙
げ
で
は
三
宅
選
手
の
金
メ
ダ
ル
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
最
後
を
飾
る
マ
ラ
ソ

ン
で
は
金
メ
ダ
ル
を
と
っ
た
エ
チ
オ
ピ

ア
の
ア
ベ
ベ
選
手
と
、銅
メ
ダ
ル
に
終
わ
っ

た
円
谷
選
手
の
大
健
闘
で
あ
っ
た
。
私

は
当
時
中
学
２
年
生
、
幸
い
に
も
聖
火

リ
レ
ー
の
伴
走
に
参
加
で
き
、
特
別
な

思
い
出
に
な
っ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年
後
の

２
０
２
０
年
に
東
京
開
催
が
決
ま
り
、

そ
の
震
災
復
興
を
日
本
国
民
が
１
日
も

早
く
な
る
こ
と
を
望
み
な
が
ら
大
変
喜

ん
で
い
る
。

　

さ
あ
、
こ
こ
太
宰
府
の
若
者
の
中
か

ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
大
い
に
期
待
し
て

い
る
。�

（
福
）

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
　

長
谷
川　

公　

成

副
委
員
長　
　

小　

畠　

真
由
美

委　
　

員　
　

福　

廣　

和　

美

委　
　

員　
　

藤　

井　

雅　

之

委　
　

員　
　

芦　

刈　
　
　

茂

委　
　

員　
　

神　

武　
　
　

綾

委　
　

員　
　

陶　

山　

良　

尚

　以下のテーマで視察研修を行いました。
　・５月15日　埼玉県東松山市
　　　　　　　「放課後児童クラブの運営について」
　・５月16日　埼玉県三郷市
　　　　　　　「読書のまち三郷・子ども読書
　　　　　　　活動推進計画の取り組みについて」
　・５月17日　東京都荒川区
　　　　　　　「学校図書館の運営及び活用について」

　７月４日　太宰府市内６カ所
　・グループホーム笑苑
　・グループホームはなみずき
　・すみれ園
　・宰府園
　・福岡県立太宰府特別支援学校（放課後対策事業）
　・総合子育て支援施設予定地

～各委員会で行政視察や所管調査を行いました～

総務文教常任委員会
行政視察

環境厚生常任委員会
所管調査

東京都荒川区　学校図書館の視察の様子

グループホーム笑苑で説明を受ける様子

議会を傍聴してみませんか  12月定例議会の日程（予定）

11月29日（金） 本会議（市長提案理由説明） 12月11日（水） 本会議（一般質問）

12月  3日（火） 本会議（質疑・委員会付託） 12日（木） 本会議（一般質問）

5日（木） 総務文教常任委員会 13日（金） 本会議（一般質問予備日）

6日（金） 建設経済常任委員会 17日（火） 本会議（報告・質疑・討論・採決）

9日（月） 環境厚生常任委員会

（本会議は51名、委員会は12名まで傍聴できます）
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